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庁舎のあるべき姿について【ワークショップ】
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LINE本文ページ

 Ｒ３年度調査で整理した３つの重点課題のうち重点課題①・②について、
整備パターン（整備方法・建設場所）の評価や庁舎規模の検討に必要な視点の整理を行う。

【重点課題③】

整備方法・建設場所の見直しの必要性

【重点課題①】

「行政サービスの拠点」
としての庁舎の窓口機
能・執務機能の変化

【重点課題②】

「まちづくりの拠点」と
しての庁舎の役割の変化

影響 影響

影響

ワークショップの目的
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ワークショップの概要

ワークショップの進め方

①各委員の事前意見の共有 ⇒ ②意見の追加（ブレスト） ⇒ ③グルーピング（意見の整理）

ワークの内容（ご意見をいただきたいテーマとポイント）

ワーク１｜行政サービスの拠点としての新清水庁舎のあるべき姿とは？

 誰もが利用しやすい庁舎として必要な機能

 デジタル化が進展する中、庁舎に必要な窓口のあり方

 将来の社会変化を見据えて、いま重視すべきこと

 その他

ワーク２｜まちづくりの拠点としての新清水庁舎のあるべき姿とは？

 今後の清水のまちづくりはどうあるべきか

 上記に対する庁舎の役割はどうあるべきか

 その他

資料１



3

LINE本文ページ

現計画（H29 新清水庁舎建設基本構想） あるべき姿の見直し

＜検討項目の例＞

誰もが利用しやすい庁舎として必要な機能

デジタル化が進展する中、庁舎に必要な窓口の

あり方

将来の社会変化を見据えて、いま重視すべきこと

（参考）R3年度調査における見直しの方向性

 窓口機能：将来的に行政サービスの提供場所は庁舎

からオンラインへ移行が想定される

 庁舎機能（執務機能）：テレワーク等の柔軟な働き方に

加え、偶発的な交流や部門間連携等の生産性や創造

性の向上に資するスペースを検討が必要

行政サービスのあるべき姿 ワーク １
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現計画（H29 新清水庁舎建設基本構想） あるべき姿の見直し

＜検討項目の例＞

庁舎に必要とされる市民交流機能

今後の清水のまちづくりのあり方

清水庁舎のまちづくりへの貢献のあり方

・周辺施設との連携・役割分担

・市民の暮らしへの関わり方

（参考）R3年度調査における見直しの方向性

 庁舎に求めるにぎわいの質について、相談や協働・交

流を目的としたものにシフトするかの検討が必要

まちづくりのあるべき姿 ワーク ２
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